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判
官
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吉
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時

論

支
那
に
於
け
る
門
戸
開
放
:

増
税
案
や
一
論
.
ず
:

同礼

一
岬
代
に
出
先
は
れ
し
臼
本
的
創
造
。
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翠
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岱

貰
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的
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論
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↓
動
態
的
貨
幣
理
論
・
経
済
皐
士
服
部
新
一

複
式
簿
記
法
の
形
成
過
程
に
就
い
て
:
:
:
経
済
事
土
岡
本
愛
弐

読

苑

ル
・
プ
レ
!
の
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済
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蓮
階
段
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:
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O
教
授
本
庄
築
治
郎
氏
は
一
月
ト
七
日
本
間
晶
子
附
属
圃
醤
館
長
に
備
せ
、
b
れ

た
。。
助
教
授
柴
悶
彼
氏
直
一
一
周
一
日
溜
済
構
博
士
の
皐
位
を
投
興
せ
ら
れ

:。
事
八。

一
一
月
十
日
教
授
b

問
問
保
持
氏
ぽ
経
済
層
部
長
を
免
ぜ
ら
札
、
教
授
石
川

雌
九
一
一
氏
山
車
部
長
に
倒
せ
ら
れ
た
。

。
何
日
教
授
汐
見
一
一
一
郎
氏
は
木
県
許
議
員
に
捕
せ
ら
れ
た
。

経

涛

畢

曾

o-月
例
曾
一
月
三
十
一
日
(
火
)
午
後
六
時
よ
り
祭
文
舎
舘
に
於
い
て

周
催
、
失
の
二
つ
の
報
品
目
が
行
は
れ
た
。

一

、

正

常

利

子

概

念

の

検

討

青

山

秀

夫

助

手

要
旨
|
|
近
時
景
気
費
動
の
貨
幣
的
側
面
が
重
要
視
さ
れ
る
に
到
る
と

共
に
、
ウ
イ
ク
セ
ル
の
正
常
利
子
概
念
を
中
心
と
す
る
貨
幣
理
論
が
注
意

さ
れ
る
に
到
っ
た
が
、
氏
に
よ
れ
ば
、
比
の
概
念
要
具
は
経
済
凄
勤
の
分

析
に
と
り
て
有
款
で
は
な
〈
、
貯
蓄
投
資
其
他
の
遁
常
に
組
織
さ
れ
た
る

概
念
闘
式
を
以
て
此
に
代
ふ
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
せ
ら
れ
た
。
近
時
の

ウ
イ
ク
セ
ル
理
論
の
愛
展
の
意
義
は
此
の
概
念
園
式
を
明
か
に
し
た
駄
に

義

報

求
品
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
、
此
宣
義
を
明
か
に
す
る
箆
に
、
瑞
典
に
於
げ

る
r
ゲ
イ
ツ
ド
ソ
シ
・
u
y
ン

r
l
ル
の
ウ
イ
ク
セ
ル
批
判
と
ミ
ユ
ル
r
1

b

の
反
批
判
の
内
得
が
詑
明
せ
、
り
れ
、
こ
の
最
後
の
ミ
ユ
ル
r
I
ル
の
ウ

イ
ク
セ
ル
理
論
の
再
棒
境
内
内
在
的
矛
盾
及
び
方
法
的
困
難
が
拘
摘
せ
ら

市
以
士
。

+
q
T
 

一
、
東
亜
民
族
の
形
成

高

田

保

馬

教

授

要
旨
|
1
1
H
支
事
費
の
意
義
づ
け
は
様
々
に
行
は
れ
で
ゐ
る
け
れ
r

も
、
致
授
の
見
ら
る
与
と
こ
ろ
は
、
比
事
国
型
を
尾
崎
四
と
し
て
東
亜
民
族
が

形
成
せ
ら
れ
る
と
一
耳
ふ
こ
と
に
あ
る
。
こ
、
に
東
西
民
旋
と
は
抽
出
遁
旧
民

族
概
念
に
よ
る
の
で
ほ
な
〈
、
ラ
テ
シ
民
挨
・
北
欧
民
族
等
主
一
耳
ば
れ
る

場
合
の
出
同
意
義
の
民
挟
庇
念
に
従
ト
。
日
・
湘
・
交
の
諸
岡
民
同
同
文
咽
同

穏
・
同
地
一
時
と
一
千
三
一
同
の

4
賛
応
よ
っ
て
、
事
賃
上
、
東
孤
民
放
と
し

て
存
立
す
る
が
、
こ
の
事
貨
の
一
暦
の
形
成
と
さ
う
し
て
西
洋
資
本
主
義

の
数
世
組
以
来
の
東
躍
侵
入
を
防
衛
す
る
と
と
が
、
そ
れ
等
の
課
題
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
こ
の
課
題
は
又
世
界
史
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
げ
に
時
府
ず
は
事
物
の
進
行
を
短
縮
す
る
と
一
古
ふ
べ
き
で
あ
る
、
止
教
授

は
主
張
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
東
亜
民
放
の
形
成
の
責
任
を
持
つ
我
舗
の
針

文
工
作
は
比
目
標
に
従
っ
て
樹
立
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
先

づ
以
て
政
治
的
一
世
曾
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
恕
済
的
に
は
プ
ロ
ヴ
ク
紹

拙
聞
の
形
成
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
所
謂
文
化
工
作
は
東
軍
民
族
結
束
の
護

展
に
従
っ
て
白
か
ら
意
識
せ
ら
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
今
、
正
述
べ
ら
れ
た
。

報
告
後
そ
れ
ぞ
れ
に
就
い
て
質
疑
麿
答
宇
見
解
の
披
臆
が
行
は
れ
、
九

時
五
十
分
間
曾
。
来
舎
者
|
|
高
岡
・
汐
見
・
石
川
・
谷
口
・
捲
川
・
大
塚
・
中

第
四
十
八
巻

第
三
貌

五

五
九
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第
四
十
八
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九

第
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曾

O
作
問
先
生
鑑
別
謝
恩
富
十
一
月
イ
一
三
日
(
ホ
」
午
後
六
時
よ
り
柴
亥
曾

館
に
亡
問
官
、
作
問
先
弘
、
大
旗
、
制
む
、
何
放
訪
先
生
、
畑
中
生
一
一
一
十
J

ハ

名
川
市
。
一
止
刻
沼
ぜ
大
嫁
先
生
の
陶
台
の
献
が
あ
れ
J

1

拡
帆
レ
ア
一
台
A
A
に
移

り
、
終
っ
て
同
車
生
代
表
の
廷
別
謝
恩
の
鮒
が
述
べ
ら
れ
た
。
更
に
畢
生
有

志
の
挨
拶
、
堀
江
、
佐
波
爾
先
生
白
挨
拶
が
る

p
、
最
後
に
作
問
先
生
は

阿
想
談
及
び
渡
漏
後
の
抱
負
を
語
ら
れ
た
。
終
始
先
生
を
御
詮

p
L
、
且

う
そ
の
行
を
祉
に
し
祝
賀
す
る
気
分
が
溢
れ
、
且
明
生
と
し
て
恩
師
に
訣
別

す
る
に
ふ
さ
わ
し
き
有
意
義
な
舎
で
あ
っ
た
。
官
同
歳
を
三
唱
し
て
舎
を
閉

ぢ
た
の
は
九
時
で
あ
ワ
た
。

。
昭
和
+
三
年
度
議
鱈
曾
寸
二
月
イ
六
日
(
金
)
午
後
五
時
字
、
町
中
生
集

曾
所
に
開
合
、
石
川
、
姥
川
、
中
川
、
大
塚
、
柴
問
、
中
谷
、
佐
波
詩
先

生
畢
生
三
十
八
名
出
席
、
先
づ
畢
生
委
員
の
開
曾
の
酎
に
始
ま

P
、
高
間
曾

長
代
理
石
川
教
授
よ
り
長
時
間
に
互
る
卒
業
主
に
奥
山
る
御
言
葉
志
P
。

終
っ
て
直
ち
に
曾
食
。
二
同
生
委
員
の
怠
別
の
僻
に
底
へ
て
卒
業
生
代
表

の
謝
酢
あ

p
。
有
志
獄
談
に
入
り
、
詰
先
生
方
よ
り
新
卒
業
生
機
脚
の
僻

あ
り
、
又
尉
早
生
有
志
交
々
起
ち
で
謝
齢
を
建
べ
、
語
障
健
舎
と
し
て
珍
ら
し

〈
高
潮
せ
る
気
分
が
横
益
し
た
。
大
塚
先
生
の
間
人
骨
闘
の
餅
に
よ
り
最
台
、

時
に
九
時
。




